
 

 

 
 

 

【はじめに】 

人は誰しも、自分の経験や価値観をもとに物事を受け止める「思考

の癖（クセ）」を持っています。 

これは生きていく中で自然に身についた“考え方のパターン”や

“反応の仕方”のようなもので、あまりにも当たり前すぎるため、

多くの方が普段それに気づいていません。 

では、その「無意識の思考の癖」が、もし痛みや不調に関係してい

るとしたら――あなたはどのように感じるでしょうか。 

 

【心と身体はつながっている】 

心（思考）と身体の関係はとても複雑で、まだ解明されていないこ

とも多くあります。 

しかし近年、「無意識の思考の癖が身体に影響を与える」という 

研究が少しずつ明らかになってきています。 

医療の分野である心理神経免疫学では、「思考・感情 → 神経 → 

ホルモン・免疫」と言うつながりが確認されています。 

広川接骨院の考える「痛みとは」「施術とは」 

-ストレスマネジメントの視点から- 



つまり、ストレスや不安が続くと脳がそれを“危険信号”として 

受け取り、神経を通じて身体にさまざまな症状として現れるという

ことです。 

「自律神経が乱れると体調が崩れる」という話を聞いたことがある

かもしれませんが、まさにこの仕組みです。 

たとえ無意識であっても、思考の癖は痛みや不調を引き起こす一因

となります。 

そして長い目で見ると、将来的な病気の引き金になる可能性さえも

あるのです。 

 

【未病（みびょう）という考え方】 

東洋医学では、「まだ病気ではないが健康でもない状態」を  

「未病」と呼びます。 

実は現代人の多くが、この未病の状態にあると言われています。 

私たちの身体は、「健康」と「病気」の間で日々少しずつ変化して

います。 

しかし未病の段階では変化がとても微妙なため、自分の身体からの

SOS に気づけないことが少なくありません。 

その結果、症状が強くなって初めて「体調を崩していた」と気づく

方が多いのが現実です。 



これはケガについても同じです。痛みが出る前の段階から身体の状

態に目を向けることができれば、 

・ケガの予防 

・重症化の回避 

・回復のスピード向上 

につながります。 

未病の段階でのケアこそが、将来の大きな差を生みます。 

 

【病院で「異常なし」と言われる理由】 

「痛みはあるのに、検査では異常がない」 

こうした経験をされた方は少なくありません。 

本来であれば、レントゲンや MRI で原因が分かりそうに思えます

が、実際にはそうとは限りません。 

全国の患者さんの約 7 割は、このような「原因がはっきりしない未

病の領域」に含まれるとも言われています。 

この場合、医療機関では 

 

・痛み止め 

・注射 

といった対症療法が中心になります。  



痛みを訴えているのに   

「異常なし！？」 

では、なぜこのようなことが起きるのでしょう。 

それは、 

患者さんは「つらさ（主観）」を訴えているのに対し、 

医療機関は「検査結果（客観）」を重視する傾向があるためです。 

そして数値では捉えきれない“心やストレスの影響”の部分に、 

痛みの原因が潜んでいるケースがあると、当院では考えています。 

 

【思考の癖はストレスを増幅させる】 

現代は、身体的な負担だけでなく精神的な負担も大きい時代です。 

知らないうちに、慢性的な不安や緊張を抱えやすい環境の中で生活

しています。 

そして人には、ストレスを強めてしまう思考パターンがあります。 

例えば、 

・物事を必要以上に大きく捉える「拡大視思考」 

・うまくいかないと自分を否定する「全か無か思考」 

・一度の出来事を繰り返し当てはめる「一般化思考」 



こうした思考の癖は、ストレスを増幅させ、結果として痛みや不調

を長引かせる要因になります。 

 

【思考の癖に気づくシンプルな方法】 

自分の思考の癖に気づくためにおすすめなのが、「書き出すこと」

です。 

方法はとてもシンプルです。 

・ノートの片側に「出来事」 

・反対側に「そのときの気持ち」 

を書くだけです。 

これを続けることで、自分の考え方を客観的に見られるようになり

「これは一つの考え方に過ぎない」と気づけるようになります。 

思考の癖は無理に変える必要はありません。 

気づくだけでも、脳の反応が変わり、結果として身体の症状が和ら

ぐことがあります。 

私自身も日々この方法を実践しており、施術や日常生活に大いに役

立てています。 

 

 



 

【ストレスマネジメントと施術の相乗効果】 

ストレスは避けることができません。 

そして「身体の疲れ」と「心の疲れ」は同時に起こることが多く、

この両方が重なると身体への影響は大きくなります。 

そのため、どれだけ質の高い施術を行っても、心身の負担が強い状

態では効果を実感しにくくなります。 

そこで 

当院では、施術と並行して「ストレスマネジメント」に取り組むこ

とを大切にしています。 

実際に、 

・自分の思考の癖に気づく 

・ストレスに適切に対処する 

・物事の捉え方を柔軟にする 

こうした取り組みができている方ほど、 

・回復が早い 

・経過が良い 

・再発が少ない 

という傾向があります。 



 

【広川接骨院の想い】 

当院では、身体への施術だけでなく、患者さんご自身の心の状態に

も目を向けています。 

その一環として、心身のストレスにも働きかける手技療法を行って

います。 

施術は、施術者だけが行うものではありません。 

患者さんと一緒に取り組む“共同作業”です。 

だからこそ私たちは、 

「わかりやすい説明」と「気持ちに寄り添う共感」 

この両方を大切にしています。 

痛みは、身体だけの問題ではなく、心や人との関係性の中にも存在

します。 

「手でふれ、心でさわる」 

これが、私たち広川接骨院が大切にしている施術のかたちです。 

 

 

 
戸出町で 50 年余りの実績 広川接骨院 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

［図 2］身体反応のプロセス（概要） 

［図１］ストレス状態の兆候 
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［図４］身体反応のプロセス（詳細） 
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［図３］「未病」について 

 

＊ 

刺 激 因 子 

改 善 因 子 
接骨院の施術   など ＊

接

自分がストレスを

ためやすい性格

か、HSP の特性が

あるかなど、ネット

で自分のタイプを

確認しておくのも

一つの方法です 

＊自己認識を高める手段として自分の感情や思考パターンを事前に把握す

ることが重要です。その方法としてジャーナリング（ノートに書き出すこと）

が有効です。お伝えしてきた通り脳には妙なクセもありますが、より正確

に自己認識を深めることは、ケガや体の不具合に直面しても肉体的な回復

力（レジリエンス）を高める事にもつながるので施術にも大切な要素です 


